
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
文
学
作
品
も
版
本
に
よ
る
普
及
が
始
ま
る
。
版
木
に
よ
っ
て
一
度
に
大
量
に
印
刷
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
前
は
、
写
本
と
い
う
か
た
ち
で
文
学
作
品
は
読
み
継
が
れ
て
い
た
。
物
語
や
和
歌
集
を
読
み
た
け
れ
ば
、
人
か

ら
本
を
借
り
て
書
き
写
す
よ
り
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

経
典
な
ど
の
宗
教
・
信
仰
に
か
か
わ
る
書
物
は
、
聖
な
る
教
え
を
正
確
に
誤
り
な
く
写
そ
う
と
す
る
た
め
、
一
字
一
句
原
本
ど
お
り
に

写
さ
れ
た
。
正
当
な
文
学
と
意
識
さ
れ
て
い
た
漢
詩
・
漢
文
・
和
歌
も
同
様
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
物
語
は
女
こ
ど
も
の
心
を
慰
め
る
も

の
、
も
て
あ
そ
び
も
の
で
あ
り
、
正
当
な
文
学
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
平
安
時
代
に
あ
っ
て
は
、
物
語
も
物
語
作
者
も
、
そ
の

社
会
的
地
位
は
低
か
っ
た
の
で
あ
る
。
現
代
の
よ
う
に
、
作
家
が
羨
望
さ
れ
る
職
業
に
な
り
、
作
品
が
著
作
権
法
で
守
ら
れ
て
い
る
の

改
寅
さ
れ
る
物
語
の
写
本

源
氏
物
語
に
は
五
十

Ｉ
散
供
し
た
巣
守
巻
の
古
写
本
断
簡
Ｉ

四
帖
以
外
の
巻
が
あ
っ
た

池
田

和

臣
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は
、
文
学
に
と
っ
て
ご
く
ご
く
浅
い
歴
史
に
す
ぎ
な
い
・

社
会
的
地
位
が
低
か
っ
た
の
で
、
物
語
の
原
文
を
尊
重
し
、
正
確
に
書
き
写
そ
う
と
す
る
意
識
は
、
平
安
時
代
の
人
々
に
は
な
か
っ

た
。
「
枕
草
子
』
（
能
因
本
二
六
二
段
）
に
は
、
「
物
語
こ
そ
あ
し
う
書
き
な
し
つ
れ
ば
、
言
ふ
か
ひ
な
く
、
作
り
人
さ
へ
い
と
ほ
し
け
れ
」

（
物
語
が
悪
く
書
き
直
さ
れ
る
と
、
そ
の
作
者
ま
で
が
気
の
毒
）
と
あ
る
。
作
者
が
気
の
毒
に
な
る
ほ
ど
勝
手
気
ま
ま
に
物
語
本
文
は
書

き
変
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
挟
衣
物
語
』
の
本
文
異
同
の
激
し
さ
な
ど
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
事
例
で
あ
る
。

表
現
だ
け
で
な
く
、
ス
ト
ー
リ
ー
ま
で
が
改
変
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
鎌
倉
時
代
初
期
（
正
治
二
年
’
一
二
○
○
ｌ
か
ら
建
仁
元
年

Ｉ
一
二
○
一
Ｉ
頃
）
に
成
っ
た
物
語
評
論
「
無
名
草
子
』
に
よ
る
と
、
『
と
り
か
へ
ぱ
や
物
語
」
に
は
ス
ト
ー
リ
ー
の
異
な
る
古
本
と
今

本
（
改
作
本
）
が
存
在
し
た
と
云
う
。
「
夜
の
寝
覚
』
に
も
改
作
本
（
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
本
）
が
存
在
す
る
。
『
伊
勢
物
語
」
も
、
藤
原
定
家

の
整
定
し
た
一
二
五
章
段
か
ら
な
る
形
に
な
る
ま
で
に
は
、
長
き
に
わ
た
る
変
動
・
成
長
が
、
す
な
わ
ち
後
人
に
よ
る
増
補
・
改
編
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

で
は
、
「
源
氏
物
語
』
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
聖
な
る
古
典
「
源
氏
物
語
」
に
は
、
そ
の
よ
う
な
流
動
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
が
ち
で

あ
る
が
、
実
は
「
源
氏
物
語
』
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
平
安
末
期
（
嘉
応
元
年
’
二
六
九
Ｉ
か
ら
承
安
元
年
’
二
七
一
Ｉ
頃
）
に

成
っ
た
『
簾
中
抄
」
、
そ
の
異
本
で
あ
る
『
白
造
紙
』
（
正
治
年
間
’
二
九
九
か
ら
一
二
○
一
Ｉ
の
書
写
）
に
は
、
「
コ
レ
ハ
ナ
キ
モ
ァ

リ
コ
レ
カ
ホ
カ
ニ
ノ
チ
ノ
人
ノ
ッ
ク
リ
ソ
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ト
モ
」
、
す
な
わ
ち
五
十
四
帖
以
外
に
後
世
の
人
が
作
り
加
え
た
巻
と
し
て
、
「
サ

ク
ヒ
ト
」
（
桜
人
）
「
サ
ム
シ
ロ
」
（
狭
筵
）
「
ス
モ
リ
」
（
巣
守
）
の
三
巻
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
安
末
期
に
成
っ
た
『
源

五
十
四
帖
以
外
の
巻
の
存
在
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氏
物
語
」
の
最
初
の
注
釈
書
『
源
氏
釈
』
に
は
、
桜
人
巻
の
十
三
カ
所
の
本
文
が
掲
げ
ら
れ
、
注
釈
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

『
源
氏
物
語
」
も
、
平
安
末
期
に
は
、
表
現
の
細
部
が
改
変
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
原
作
に
は
無
か
っ
た
桜
人
巻
や
巣
守
巻
な
ど
が

書
き
加
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
平
安
時
代
中
期
の
原
典
成
立
か
ら
鎌
倉
初
期
の
藤
原
定
家
に
よ
る
青
表
紙
本
の
整
定
ま
で
の
約
二
百

年
間
は
、
「
源
氏
物
語
」
も
こ
の
よ
う
に
流
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
『
源
氏
物
語
』
が
不
動
の
古
典
・
聖
な
る
古
典
と
な
る
の
は
皐
滕
原

俊
成
・
藤
原
定
家
な
ど
が
祁
歌
の
手
本
・
教
科
書
と
し
て
学
問
的
対
象
に
し
て
か
ら
後
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

そ
の
な
か
に
も
桜
人
・
巣
守
が
あ
る
が
、

巣
守
は
古
本
巣
守
巻
と
も
呼
ば
れ
る
１
．

平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
わ
た
っ
て
、
『
源
氏
物
語
」
の
一
部
と
し
て
読
ま
れ
て
い
た
桜
人
巻
や
巣
守
巻
で
あ
る
が
、
残
念
な
が

ら
そ
の
写
本
そ
の
も
の
は
散
供
し
て
し
ま
い
、
今
に
伝
わ
っ
て
は
い
な
い
ｌ
室
町
時
代
に
作
ら
れ
て
写
本
が
現
存
す
る
「
雲
隠
六
帖
」
、

そ
の
な
か
に
も
桜
人
・
巣
守
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
と
平
安
末
期
の
桜
人
・
巣
守
と
は
別
の
作
品
で
あ
る
。
区
別
す
る
た
め
に
、
散
供
し
た

し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
古
本
巣
守
巻
に
つ
い
て
は
、
間
接
的
な
資
料
が
い
く
ら
か
残
さ
れ
て
い
る
。

む
す
め

「
無
名
草
子
』
（
正
治
二
年
’
一
二
○
○
ｌ
か
ら
建
仁
元
年
’
一
二
○
一
Ｉ
頃
、
俊
成
女
作
か
）
…
・
…
「
浮
舟
の
君
、
巣
守
の
中
の
君

な
ど
の
、
兵
部
卿
の
宮
に
は
思
ひ
お
と
し
侍
る
こ
そ
口
惜
し
け
れ
…
…
巣
守
の
君
は
心
憎
き
人
の
さ
ま
な
れ
ば
：
…
」
と
あ
る
（
宇
治

の
中
君
説
、
巣
守
の
中
君
説
の
両
説
あ
り
）
。

「
風
葉
和
歌
集
」
（
文
永
八
年
’
一
二
七
一
ｌ
撰
集
）
：
：
：
現
行
『
源
氏
物
語
一
一
に
見
え
な
い
四
首
（
菫
二
首
・
匂
宮
一
首
・
一
品
内
親

王
三
位
一
首
）
が
あ
る
。
巣
守
巻
で
登
場
人
物
の
詠
ん
だ
歌
と
思
わ
れ
る
。

古
本
「
巣
守
」
の
復
元
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光
源
氏
の
異
母
弟
で
あ
る
蛍
兵
部
卿
宮
、
そ
の
子
で
あ
る
源
三
位
に
は
一
男
二
女
（
頭
中
将
・
巣
守
三
位
・
中
君
）
が
あ
っ
た
。
妹
の

中
君
は
今
上
天
皇
の
娘
で
あ
る
女
一
宮
に
仕
え
、
匂
宮
が
通
っ
て
い
た
。
や
が
て
、
匂
宮
は
頭
中
将
の
手
引
き
で
姉
巣
守
君
に
も
通
う
よ

う
に
な
り
、
巣
守
君
も
女
一
宮
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
祖
父
‐
父
か
ら
の
伝
え
の
琵
琶
の
才
で
、
巣
守
君
は
三
位
を
賜
っ
た
。
中
君

の
も
と
に
は
匂
宮
の
兄
宮
（
式
部
卿
宮
）
が
通
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
君
は
乳
母
に
譲
ら
れ
て
典
侍
に
な
っ
た
（
鶴
見
大
学
本
古

系
図
）
・
姉
の
巣
守
君
は
匂
宮
の
華
や
か
な
性
格
を
嫌
い
、
童
君
の
心
深
さ
に
動
か
さ
れ
愛
し
合
う
よ
う
に
な
っ
た
（
鶴
見
大
学
本
で
は

よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
巣
守
巻
の
人
間
関
係
と
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
程
度
復
元
で
き
る
。
伝
清
水
谷
実
秋
筆
本
古
系
図
で
は
、
蛍
兵
部

卿
宮
の
孫
で
あ
る
べ
き
巣
守
の
三
位
を
蛍
兵
部
卿
宮
の
子
に
し
て
い
た
り
、
国
文
学
研
究
資
料
館
本
古
系
図
で
は
、
や
は
り
蛍
兵
部
卿
宮

の
孫
で
あ
る
べ
き
中
君
（
内
侍
典
侍
）
を
蛍
兵
部
卿
宮
の
子
に
し
て
い
た
り
、
資
料
に
よ
っ
て
異
同
が
み
ら
れ
る
が
、
あ
ら
ま
し
は
次
の

述
、

鎌
倉
時
代
以
降
に
作
ら
れ
た
「
源
氏
物
語
古
系
図
』
の
類
（
登
場
人
物
の
多
い
物
語
を
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
人
々
の
系
図
と

簡
略
な
説
川
を
付
し
た
書
物
）
：
：
：
正
嘉
本
ｌ
桃
園
文
庫
本
・
火
肌
本
Ｉ
、
伝
渭
水
谷
実
秋
筆
本
、
大
島
本
、
伝
家
隆
筆
専
修
大
学

本
、
鶴
見
大
学
本
、
国
文
学
研
究
資
料
館
本
、
源
氏
物
語
巨
細
、
系
図
小
鑑
な
ど
に
み
え
る
、
巣
守
巻
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
の
記

づ
る
に
、
宮
車
に
す
べ
り

の
詠
ん
だ
歌
と
思
わ
れ
る

堀
部
正
二
『
中
古
日
本
文
学
の
研
究
ｌ
資
料
と
実
証
ｌ
」
｜
：
…
．
「
源
氏
物
語
和
歌
集
」
（
訶
耆
き
よ
り
も
歌
を
高
く
言
い
て
い
る
ゆ
え
、

巣
守
巻
そ
の
も
の
で
も
梗
概
本
で
も
な
く
、
和
歌
中
心
の
い
わ
ゆ
る
源
氏
物
語
歌
集
と
判
断
さ
れ
る
）
の
断
簡
。
「
す
も
り
内
よ
り
い

づ
る
に
、
宮
車
に
す
べ
り
の
ら
せ
給
て
、
宮
」
云
々
と
あ
り
、
匂
宮
と
巣
守
三
位
の
歌
三
首
が
記
さ
れ
て
い
る
。
巣
守
巻
で
登
場
人
物

_医1－
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菫
と
巣
守
君
と
の
関
係
は
大
内
山
隠
棲
後
の
こ
と
と
す
る
）
。
巣
守
君
は
菫
と
の
間
に
若
君
を
生
む
が
、
そ
の
後
も
匂
宮
は
巣
守
君
に
つ

き
ま
と
い
、
そ
れ
を
厭
う
た
巣
守
君
は
、
女
四
宮
（
冷
泉
院
の
女
御
で
あ
っ
た
が
、
籠
愛
薄
き
ゆ
え
出
家
し
た
）
の
い
る
大
内
山
に
身
を

巣
守
巻
の
匂
宮
・
巣
守
三
位
・
菫
の
関
係
は
、
現
行
の
源
氏
物
語
の
菫
・
浮
舟
・
匂
宮
の
関
係
を
逆
転
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
現

行
の
物
語
で
は
、
ま
じ
め
な
貴
公
子
菫
が
色
好
み
の
匂
宮
に
浮
舟
を
奪
わ
れ
る
の
だ
が
、
巣
守
の
物
語
で
は
、
菫
が
匂
宮
か
ら
巣
守
君
を

奪
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
菫
に
同
情
し
た
後
人
が
、
菫
を
恋
の
勝
利
者
に
仕
立
て
上
げ
よ
う
と
、
巣
守
巻
を
害
き
加
え
た
の
だ
と
推
察

さ
れ
る
。

こ
こ
に
二
枚
の
物
語
の
断
簡
が
あ
る
。
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
古
写
本
の
文
字
は
美
し
い
の
で
、
一
頁
ず
つ
に
切
断
さ
れ
、
手
鑑
に
貼
ら

れ
た
り
掛
け
軸
に
さ
れ
た
。
こ
の
二
枚
も
そ
う
い
う
目
的
で
切
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
二
枚
の
断
簡
は
同
じ
一
冊
の
写
本
か
ら
切
り
取
ら
れ
た
別
々
の
頁
（
「
ツ
レ
」
と
云
う
）
と
認
め
ら
れ
る
。
料
紙
の
質

が
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
料
紙
の
大
き
さ
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
一
面
十
一
行
書
き
と
い
う
体
裁
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
な
に

よ
り
も
癖
の
強
い
筆
跡
が
同
じ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
同
様
な
筆
癖
と
字
形
を
表
に
し
て
示
し
て
み
る
。
（
）
の
中
の
数
字
は
本
文
の

行
数
。
ま
た
、
表
に
拾
い
出
し
た
文
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
断
簡
本
文
の
該
当
す
る
文
字
右
傍
に
傍
線
を
付
し
て
お
い
た
。

き
ま
と
い
、
そ
れ
を
厭
う
た
巣
守
君
哩

隠
し
、
と
も
に
勤
行
に
明
け
暮
れ
た
。

｜
｜
枚
の
物
語
の
断
簡
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釜 あ趣の。

共
通
す
る
筆
癖
と
字
形

鼠〃 鐘蕊
叩
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霧
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噂
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お
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酌
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辱
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（〃〕：〔〃〕
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《易・
“〉
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ベ？
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鱸 ＊
禿
筆
を
巧
み
に
駆
る
筆
線
の
価
が
同
じ
・

＊
筆
癖
の
共
通
に
よ
る
全
体
の
印
象
が
同
じ
。
（
贋
作
の
場
合
、
ど
ん
な
に
一
宇
一
宇
を
似
せ
て
も
全
体

の
印
象
が
似
て
な
い
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
逆
に
、
同
一
筆
者
の
場
合
、
一
宇
一
宇
は
似
て
い
な

く
と
も
全
体
の
印
象
が
同
じ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
一
宇
一
宇
の
共
通
性
と
同
時
に
、
全
体
の
印

象
が
大
事
。
本
断
簡
は
、
｜
字
一
宇
の
筆
癖
・
字
形
も
、
全
体
的
印
象
も
、
同
一
で
あ
る
）

＊
筆
癖
の
同
質
性
、
字
形
の
同
一
性

．
「
お
（
於
）
」
：
。
…
方
偏
の
、
ア
ヒ
ル
が
口
を
開
け
た
よ
う
な
書
き
癖
。

。
「
く
（
久
）
」
・
・
・
…
二
画
目
が
右
上
が
り
に
な
る
。

。
「
す
（
寸
）
」
・
・
・
…
一
画
Ⅱ
が
左
上
か
ら
右
下
に
は
い
る
。

。
「
て
（
天
）
」
：
．
；
．
一
画
目
が
右
上
が
り
に
な
る
。

。
「
に
（
仁
ご
…
…
扁
平
な
字
形
で
、
三
画
目
が
二
画
目
よ
り
右
に
出
る
。

。
「
の
（
能
）
」
。
：
…
終
画
を
右
へ
直
角
に
曲
げ
る
。

．
「
へ
（
部
）
」
．
：
・
・
・
漢
字
の
「
一
」
の
よ
う
な
字
形
・
右
上
が
り
に
な
る
も
の
あ
る
。

。
「
ま
（
末
）
」
…
。
：
一
画
目
が
縦
線
の
右
に
出
な
い
。

．
「
ま
（
満
）
」
；
，
…
前
の
字
の
終
画
を
「
満
」
の
一
画
目
に
直
接
つ
な
げ
る
。

．
「
よ
（
与
）
」
：
：
・
一
画
目
が
右
下
り
に
な
る
。

。
「
方
」
…
・
・
．
二
画
目
を
右
へ
長
く
引
く
。
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画
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《
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ｑ
‐
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‐
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ｑ
宮
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側
捷
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宇
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１
偶
編
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肌
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心
捗
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協
爺
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偏
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彰
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ｆ
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源氏物語には五十『Llll',li以外の巻があった－散供した巣守巻の古写本断簡一

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
二
枚
の
断
簡
は
同
じ
一
冊
の
写
本
か
ら
切
り
取
ら
れ
た
別
々
の
頁
、
す
な
わ
ち
ツ
レ
で
あ
る
と
認
定
で
き
る
。

た
だ
し
、
意
地
悪
く
考
え
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
可
能
性
も
理
屈
と
し
て
は
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
別
々
の
二
種
類
の
散
供
物
語
の
写

本
か
ら
切
り
取
ら
れ
た
、
別
々
の
物
語
の
一
頁
ず
つ
で
あ
る
、
と
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
筆
跡
で
言
か
れ
た
同
じ
体
裁
の
散
供
物
語
が

二
種
類
も
存
在
し
た
と
い
う
可
能
性
は
、
理
屈
と
し
て
は
あ
り
得
て
も
現
実
的
な
可
能
性
は
極
め
て
低
い
。
Ⅲ
じ
一
冊
の
写
本
か
ら
切
り

取
ら
れ
た
別
々
の
二
頁
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
て
、
物
語
の
断
簡
と
い
う
と
、
『
源
氏
物
語
」
か
一
一
伊
勢
物
語
』
か
『
狭
衣
物
語
』
あ
た
り
と
相
場
は
決
ま
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ

の
ツ
レ
ニ
枚
の
物
語
の
断
簡
は
そ
れ
ら
の
断
簡
で
は
な
い
。
ま
た
、
現
存
す
る
他
の
物
語
に
も
該
当
す
る
も
の
が
な
い
。
二
枚
目
に
は
和

歌
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
新
編
国
歌
大
観
・
物
語
和
歌
総
覧
・
鎌
倉
時
代
物
語
集
成
（
中
世
王
朝
物
語
全
集
）
な
ど
で
検
索
し
て
も
、
該

当
す
る
和
歌
が
存
在
し
な
い
。
散
供
し
て
し
ま
っ
た
物
語
の
一
部
分
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ミ
ロ
の
ビ
ー
ナ
ス
の
失
わ
れ
た
片
腕
な

ら
ぬ
、
失
わ
れ
た
指
先
、
あ
る
い
は
失
わ
れ
た
爪
の
先
が
出
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
は
た
し
て
ど
の
よ
う
な
物
語
の
残
骸
な
の
か
。

た
く
ま
る
中
の
き
み
は
お
と
う
と
な
れ
と
い
と
よ
く
つ

か
へ
り
た
ま
い
て
な
き
給
あ
は
れ
に
心
く
る
し
け
な
り

か
た
ち
は
に
る
物
な
く
て
も
の
を
ふ
か
く
思
ひ
ま
は

し
給
ま
へ
る
御
さ
ま
に
に
る
物
な
き
を
人
も
な
み

古
本
「
巣
守
」
の
古
写
本
断
簡

本
ま
槌

こ
と
を
お
し
や
り
て
十
く
わ
ん
そ
よ
み

給
い
と
け
は
い
か
す
か
に
て
う
ら
や
ま
し
う

の
み
み
た
ま
へ
は

う
き
世
を
も
か
け
は
な
れ
な
は
い
る
月
は

ノー｢一
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口
い
ま
め
か
し
く
て
し
き
ふ
き
や
う
の
宮
そ
す
み

給
お
な
し
ゆ
か
り
と
思
ひ
し
か
と
な
く
さ
め
か
た
く
て

な
を
恋
し
き
人
の
お
も
ひ
を
か
れ
ぬ
に
人
は

ひ
と
方
に
思
ひ
な
り
て
ま
と
い
あ
り
き
圏
ふ
た
は
や
す

内
侍
の
す
け
ゆ
つ
り
て
な
り
給
へ
り
は
な
や
か
に

き
給
て
身
を
も
や
す
ら
か
に
も
て
な
し
給
へ
り
せ
ん

し
も
ま
つ
よ
り
み
つ
へ
き
た
れ
は
思
ひ
ま
し
て

１
〈
伝
冷
泉
為
相
筆
〉

姿
荊
・
Ｉ
沙
も
跨
縢
針
杢
懲
癖
鶴
慰
謝
総
甜
咽
濯
麺

？
…
，
、
シ
カ
吟
ｊ
‐
て
ｆ
汽
可
と
７
く
錆
鷺
蝿

ｉ
澱
２
つ
？
増
篭
乳
い
き
熟
人
ｒ
や
（
べ

が
く
ソ
・
１
つ
寸
火
さ
、
雫
一
ｍ
孵
卜
《
、
、
？
↑
溌
い
ｒ
》
．
、
、
ひ
溌
涯

き
燈
」
墨
〃
僻
Ｊ
’
や
Ｌ
Ｙ
Ｉ
う
癌
内
リ
イ
鵜
１
１
、
少
狗
怒
７
｝

山
こ
そ
つ
い
の
す
み
か
な
る
ら
め

な
み
た
さ
へ
お
つ
る
け
し
き
な
る
に

そ
ひ
ふ
し
給
へ
り
宮
い
さ
り
い
て
給
へ
回
い
、

目
し
っ
宮
の
御
ま
へ
に
し
や
う
の
こ
と

ま
い
ら
せ
て
い
と
お
か
し
く
あ
そ
ひ
あ
か
さ
せ

給
て
つ
と
め
て
は
れ
い
の
御
ね
ん
ふ
つ

の
こ
と
い
と
な
み
給
み
や
こ
の
方
同
同
四

に

２
〈
伝
越
部
局
筆
〉

。
！
、
。
辱
‐
。
頁
か
ｆ
興
纐
も
烏
３
〃
好
ｉ
二

【
・
浄
岬
価
御
岬
包
伽
↓
，
‐
や
伽
／
劫
ｉ
、
，
森
川
諦
恥
↑
“
７
税
ヒ
ト
，
，
ル

ー
血
？
…
ャ
、
し
い
う
Ｌ
認
‐
・
↑
、
‐
ｉ
印
、
金
１
今
叩
謝
ｊ
肌

一
牝
、
、
〉
Ｚ
ｊ
階
く
食
し

一
一
歩
猟
や
〃
９
‐
７
序
？
し
予
和
漬
？
２
剛
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源氏物語には五-'一四帖以外の巻があった－散供した巣守巻の古写本断簡一

一
枚
目
に
は
、
「
中
の
き
み
」
（
中
君
）
、
「
せ
ん
じ
」
（
宣
旨
）
、
「
内
侍
の
す
け
」
（
典
侍
）
、
「
し
き
ぶ
き
や
う
の
宮
」
（
式
部
川
の
宮
）

な
ど
の
語
が
あ
り
、
古
本
巣
守
の
巻
の
登
場
人
物
と
ま
っ
た
く
重
な
っ
て
い
る
。

「
心
苦
し
げ
に
泣
い
て
い
る
、
麗
し
い
思
慮
深
そ
う
な
女
」
は
、
巣
守
君
と
思
わ
れ
る
。
誤
写
が
あ
る
の
か
波
線
部
分
の
意
味
が
不
明

で
あ
る
が
、
「
中
の
君
」
に
関
わ
っ
て
「
せ
ん
じ
」
（
宣
旨
）
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
『
源
氏
物
語
巨
細
」
が
中
君
を
「
宣
旨
」
と
呼
称
す

る
こ
と
と
関
係
が
あ
り
そ
う
だ
。
ま
た
、
誰
か
か
ら
中
君
が
「
内
侍
の
す
け
」
の
地
位
を
譲
ら
れ
た
と
あ
る
が
、
鶴
見
大
学
本
古
系
図
の

「
御
め
の
と
の
ゆ
つ
り
に
て
な
い
し
の
す
け
に
な
る
」
、
あ
る
い
は
国
文
学
研
究
資
料
館
本
古
系
図
の
「
御
乳
母
の
ゆ
つ
り
に
て
典
侍
に
な

り
給
ふ
」
と
い
う
説
明
と
一
致
し
て
い
る
。
宣
旨
と
呼
ば
れ
て
い
た
乳
母
か
ら
中
君
が
典
侍
の
職
を
讓
ら
れ
た
か
、
あ
る
い
は
女
一
宮
の

も
と
で
宣
旨
と
呼
ば
れ
て
い
た
中
君
が
乳
母
か
ら
典
侍
の
職
を
讓
ら
れ
た
か
の
、
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

「
宣
旨
」
は
、
天
皇
の
命
令
（
宣
旨
）
を
蔵
人
に
伝
え
る
尚
侍
・
典
侍
な
ど
の
内
侍
司
の
上
脳
の
女
官
を
指
す
他
、
中
宮
・
春
宮
・
斎

院
・
関
白
家
な
ど
の
上
稿
女
房
を
も
指
す
。
『
源
氏
物
語
』
で
は
桐
壺
院
の
女
房
、
朝
顔
斎
院
の
女
房
に
宣
旨
が
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
女

一
宮
付
の
女
房
で
あ
る
中
君
が
宣
旨
と
呼
ば
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
ま
た
、
乳
母
が
宣
旨
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
な
ら
、
そ
れ
は

そ
の
乳
母
が
宣
旨
を
伝
え
る
典
侍
の
職
に
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

断
簡
に
は
さ
ら
に
、
「
中
君
は
は
な
や
か
で
現
代
風
な
人
で
、
式
部
卿
宮
が
通
い
始
め
た
。
以
前
は
く
お
な
じ
ゆ
か
り
〉
、
す
な
わ
ち
式

部
川
宮
の
兄
弟
が
通
っ
て
い
て
、
そ
の
男
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
の
だ
が
、
そ
の
男
の
方
は
新
し
い
女
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
」
と
い

う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
、
「
中
君
に
通
っ
て
い
た
匂
宮
が
姉
の
巣
守
君
に
通
う
よ
う
に
な
り
、
中
君
に
は
匂
宮
の
兄
の

式
部
川
宮
が
通
う
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
古
系
図
類
の
説
明
に
一
致
し
て
い
る
。

二
枚
目
は
大
内
山
の
場
面
で
あ
ろ
う
。
経
典
ら
し
い
十
巻
を
読
ん
で
い
る
の
は
四
宮
か
、
そ
れ
を
見
て
う
ら
や
ま
し
く
思
い
涙
す
る
の

は
巣
守
君
で
あ
ろ
う
。
「
そ
ひ
ふ
し
給
へ
り
」
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。
巣
守
君
が
も
の
に
寄
り
か
か
っ
た
の
か
、
誰
か
が
巣
守
の
傍
ら
に

_貝ワー
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添
い
寝
し
た
の
か
判
然
と
し
な
い
。
後
者
な
ら
、
引
き
続
い
て
「
宮
い
ざ
り
い
で
給
へ
ぱ
い
、
さ
し
つ
」
と
あ
る
か
ら
、
巣
守
君
に
添
い

寝
し
た
の
は
四
宮
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
巣
守
君
が
四
宮
に
は
ば
か
っ
て
話
す
の
を
止
め
た
、
そ
の
話
し
相
手
が
確
実
に
こ
こ
に
は
居
る
。

四
宮
の
目
を
は
ば
か
る
誰
か
が
巣
守
君
に
添
い
寝
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
薫
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
・
と
す
る
な
ら
、
鶴
見
大

学
本
古
系
図
が
「
朱
雀
院
の
四
宮
に
参
り
て
隠
れ
た
り
し
を
菫
中
将
見
給
て
語
ら
ひ
よ
り
給
ふ
」
と
す
る
よ
う
に
、
薫
と
巣
守
君
の
関
係

は
巣
守
君
が
大
内
山
に
隠
棲
し
た
後
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か
。
そ
こ
ま
で
ゆ
か
な
く
と
も
、
少
な
く
と
も
菫
と
巣
守
君
の
関
係

は
、
大
内
山
隠
棲
後
も
続
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ろ
う
。

「
う
き
世
を
も
か
け
は
な
れ
な
ぱ
い
る
月
は
山
こ
そ
つ
い
の
す
み
か
な
る
ら
め
」
（
自
分
も
俗
世
を
背
い
て
出
家
し
た
ら
、
月
と
同
じ
よ

う
に
こ
の
山
が
終
の
棲
家
と
な
る
の
で
し
よ

』
、
ノ
ー
二
句
・
ヘ
ノ
テ
ヘ
牙
コ
ハ
ノ
、
Ｊ
主
月
里
つ
、
、
梁
訟
Ｉ
ム
こ
凸
多
』

参
考
〈
人
間
関
係
図
〉

う
）
と
い
う
女
君
の
心
情
や
、
念
仏
に
い
そ
老
一
筆
．
７

し
む
姿
は
、
古
系
図
類
に
あ
る
巣
守
君
の
説
－
１
朱
雀
院

明
に
合
致
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
二
枚
の
断
簡
は
間
接
的
‐
源
氏

資
料
か
ら
復
元
さ
れ
て
い
る
古
本
巣
守
の
内

、
、

‐
蛍
宮

容
に
ぴ
た
り
と
一
致
し
て
い
る
。
「
巣
守
の

、
、

君
」
と
か
「
巣
守
の
三
位
」
と
か
、
「
巣
守
‐
｜

と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
は
な
い
の
で
、
こ
の
藤
中

断
簡
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
巣
守
巻
で
あ
る
と
断

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
見
て
き
た
よ

藤
中
（
大
）
納
言
一一

源
三
位
”

一
丁

女

四
君

’｜

女輔
中
納
言

目＝＝＝＝

｜
一一L一司

雷署奄

将il4 二
宮
（
式
部
卿
宮
）若

君

－58－



源氏物語には五-'--|ﾉLI帖以外の巻があった－散供した巣守巻の古写本|釿簡一

大
内
山
の
場
面
と
推
測
さ
れ
た
の
で
、
古
本
「
巣
守
」
の
断

元
さ
れ
て
い
る
「
浜
松
中
納
言
物
語
」
の
散
供
首
巻
の
内
容

式
部
卿
宮
に
優
れ
た
一
人
息
子
が
い
た
。
声
望
も
高
か
つ

は
亡
く
な
り
、
北
の
力
は
左
大
将
と
再
婚
し
た
。
左
大
将
戦

を
嫌
い
、
母
は
思
い
悩
ん
だ
。
男
君
は
中
納
言
に
な
り
、
畜

将
の
大
君
を
望
み
、
父
左
大
将
も
承
諾
し
た
。
し
か
し
、
美

う
な
状
況
証
拠
の
上
か
ら
は
、
幻
の
巣
守
巻
の
写
本
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
、
『
源
氏
物
語
』
の
一
部
と
し
て
読
ま
れ
な
が
ら
散
快
し
て
し
ま
っ
た
巣
守
巻
、
そ
の
写
本
そ
の
も

か
け
ら

の
の
一
部
分
が
、
わ
ず
か
な
欠
片
に
は
す
ぎ
な
い
が
、
こ
こ
に
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
同
じ
写
本
か
ら
切
り
取
ら
れ
た
別
の
頁
（
ツ
レ
）

の
さ
ら
な
る
発
見
を
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
幻
の
巣
守
巻
の
実
体
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
、
切
に
期
待
し
た
い
。

を
我
が
物
と
し
て
し
ま
う

一
枚
目
の
断
簡
は
十
五
年
ほ
ど
前
か
ら
手
元
に
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
「
中
の
き
み
」
（
中
の
君
）
と
「
し
き
ふ
き
や
う
の
宮
」

（
式
部
卿
の
宮
）
と
の
関
係
は
、
古
本
「
巣
守
」
の
み
な
ら
ず
、
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
の
散
快
首
巻
の
人
間
関
係
と
も
重
な
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
い
ず
れ
の
物
語
か
臆
断
を
下
す
こ
と
が
出
来
な
い
で
い
た
が
、
一
昨
年
ツ
レ
の
二
枚
目
が
出
現
、
古
本
「
巣
守
」
の

大
内
山
の
場
面
と
推
測
さ
れ
た
の
で
、
古
本
「
巣
守
」
の
断
簡
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
次
第
で
あ
る
。
そ
こ
で
念
の
た
め
に
、
復

元
さ
れ
て
い
る
「
浜
松
中
納
言
物
語
」
の
散
供
首
巻
の
内
容
も
記
し
て
お
く
。

式
部
卿
宮
に
優
れ
た
一
人
息
子
が
い
た
。
声
望
も
高
か
っ
た
が
、
臣
籍
に
下
し
源
姓
を
与
え
た
。
こ
れ
が
主
人
公
で
あ
る
。
式
部
卿
宮

そ
の
頃
、
中
納
言
は
故
父
宮
が
唐
の
第
三
皇
子
に
転
生
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
聞
く
。
式
部
卿
宮
が
大
君
に
近
づ
か
な
い
か
気
が
か
り

｜
枚
目
の
断
簡
と
「
浜
松
中
納
言
物
語
』
散
快
首
巻

。
左
大
将
も
妻
を
亡
く
し
て
お
り
、
大
君
・
中
君
の
姫
君
が
い
た
。
男
君
は
継
父
左
大
将

に
な
り
、
帝
の
若
皇
子
が
式
部
卿
と
な
っ
た
。
こ
の
式
部
川
は
名
高
き
色
好
み
で
、
左
大

し
か
し
、
義
兄
妹
と
し
て
大
君
に
親
し
ん
で
い
た
中
納
言
は
、
そ
の
縁
談
を
知
り
、
大
君
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る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
な
る
と
、
父
左
大
将
は
式
部
卿
宮
を
大
君
に
通
わ
す
こ
と
も
出
来
ず
、
代
わ
り
に
中
君
を
式
部
卿
に
通
わ
せ

た
。
中
納
言
の
子
を
懐
妊
し
た
大
君
は
、
中
納
言
の
母
の
邸
に
預
け
ら
れ
た
が
、
父
に
見
捨
て
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
出
家
し
て
し
ま
う
。

や
が
て
尼
姿
の
大
君
は
女
子
を
出
産
し
た
。

＋
’
２
０
６
７
０
＋
’
２
８
１
２
８
８
（
１
２
９
７
）
１
３
０
４
１
３
６
７
（
）
１
３
８
４

２
ぴ
（
二
標
準
偏
差
）
の
誤
差
範
囲
に
は
約
９
５
．
４
５
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
実
際
の
年
代
が
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

（
）
内
の
数
値
は
、
炭
素
Ｍ
年
代
の
６
７
０
を
暦
年
代
に
換
算
（
較
正
）
し
た
年
代
で
あ
り
、
最
も
確
率
の
高
い
年
代
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
こ
の
断
簡
の
測
定
結
果
は
鎌
倉
未
か
ら
南
北
朝
時
代
（
１
２
８
８
～
１
３
０
４
年
か
１
３
６
７
～
１
３
８
４
年
）
の
も
の
と
い
う

誤
差
範
囲
で
あ
る
が
、
（
）
内
の
１
２
９
７
と
い
う
年
代
の
近
辺
に
実
際
の
年
代
が
あ
る
確
率
が
高
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
断
簡
は
鎌
倉

末
期
の
も
の
で
あ
る
確
率
が
高
く
、
鎌
倉
末
期
の
巣
守
巻
の
写
本
の
存
在
を
示
す
物
証
な
の
で
あ
る
。

な
お
、
放
射
性
山

が
得
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
枚
目
の
「
せ
ん
し
」
（
宣
旨
）
、
「
内
侍
の
す
け
」
（
典
侍
）
と
い
う
語
、
そ
し
て
二
枚
目
の
主
人
公
が
「
山
」
で

「
宮
」
と
勤
行
に
い
そ
し
む
場
面
を
総
合
す
る
と
、
や
は
り
こ
の
二
枚
の
断
簡
は
『
浜
松
中
納
言
物
語
」
の
散
快
首
巻
で
は
な
く
、
古
本

「
巣
守
」
と
臆
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

で
あ
っ
た
が
、
孝
養
の
志
深
い
中
納
言
は
、
唐
に
渡
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
中
納
言
渡
唐
の
後
、
大
君
が
中
納
言
の
子
を
身
ご
も
っ
て
い

放
射
性
炭
素
の
含
有
量
か
ら
和
紙
の
年
代
を
測
定
す
る
最
新
科
学
の
研
究
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
断
簡
は
次
の
よ
う
な
測
定
結
果

放
射
性
炭
素
に
よ
る
年
代
測
定
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散
供
物
語
巣
守
巻
の
古
写
本
断
簡
の
報
告
、
そ
れ
を
と
お
し
て
述
べ
て
お
き
た
か
っ
た
ふ
た
つ
の
こ
と
が
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
散
供
作
品
研
究
に
お
け
る
古
筆
切
の
資
料
的
価
値
に
つ
い
て
で
あ
る
。
古
写
本
を
一
頁
ず
つ
に
切
断
し
た
古
筆
切
は
、
そ

れ
自
体
と
し
て
は
微
々
た
る
断
片
で
し
か
な
い
。
し
か
し
時
た
ま
、
ま
っ
た
く
写
本
が
伝
存
し
て
い
な
い
作
品
の
、
あ
る
い
は
完
全
な
形

の
写
本
が
伝
存
し
て
い
な
い
作
品
の
、
す
な
わ
ち
散
供
作
品
の
古
筆
切
が
出
現
す
る
。
そ
う
い
う
時
は
、
た
っ
た
一
枚
の
古
筆
切
が
散
供

し
て
し
ま
っ
た
作
品
の
実
体
究
明
の
貴
重
な
資
料
と
な
る
。
ミ
ロ
の
ビ
ー
ナ
ス
の
失
わ
れ
た
片
腕
な
ら
ぬ
、
失
わ
れ
た
指
先
、
失
わ
れ
た

爪
の
先
に
し
か
す
ぎ
な
い
も
の
が
、
お
お
き
な
意
義
を
持
つ
。
そ
れ
ゆ
え
、
散
快
作
品
の
古
筆
切
が
出
現
し
た
時
に
は
、
そ
の
存
在
を
す

み
や
か
に
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
ま
だ
ど
こ
か
に
埋
も
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
ツ
レ
を
、
一
枚
で
も
多
く
発
見
す
る
契
機
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
散
供
し
た
「
源
氏
物
語
』
の
外
伝
、
巣
守
巻
と
推
定
さ
れ
る
断
簡
の
存
在
を
報
告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な

る
ツ
レ
の
発
見
を
期
待
し
、
巣
守
巻
の
実
体
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
切
に
望
み
た
い
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
平
安
時
代
に
お
け
る
物
語
書
写
の
実
状
に
つ
い
て
で
あ
る
。
書
写
す
る
者
の
手
に
よ
っ
て
表
現
や
筋
立
が
改
変
さ
れ

て
し
ま
う
、
物
語
の
流
動
す
る
あ
り
よ
う
を
再
認
識
し
て
お
き
た
い
。
ひ
い
て
は
、
写
本
文
化
の
中
で
作
品
が
古
典
へ
と
成
長
す
る
こ
と

は
、
作
者
の
原
典
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
で
も
あ
り
、
多
く
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て
洗
練
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
再
認

識
し
て
お
き
た
い
・
古
典
の
中
の
古
典
、
聖
な
る
古
典
と
見
な
さ
れ
て
い
る
『
源
氏
物
語
」
も
、
原
典
成
立
か
ら
定
家
本
が
整
定
さ
れ
る

ま
で
の
二
百
年
間
は
、
後
人
の
手
が
加
え
ら
れ
流
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
古
写
本
巣
守
巻
の
断
簡
の
存
在
が
そ
の
証
し
で
あ
る
。
鎌
倉

末
期
耆
写
の
巣
守
巻
の
写
本
の
存
在
は
、
鎌
倉
末
期
に
お
い
て
も
「
源
氏
物
語
」
の
一
部
と
し
て
巣
守
巻
が
読
ま
れ
、
『
源
氏
物
語
」
の

お
わ
り
に
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付
記シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
題
は
含
源
氏
物
語
』
外
伝
Ｉ
散
侠
「
単
守
」
の
古
写
本
断
簡
か
ｌ
〉
で
あ
っ
た
が
、
題
を
〈
源
氏
物
語
に
は
五

十
四
帖
以
外
の
巻
が
あ
っ
た
〉
に
改
め
、
原
稿
化
し
た
。

流
動
が
さ
さ
や
か
な
が
ら
続
い
て
い
た
こ
と
の
、
証
し
な
の
で
あ
る

／､ｲ､

一D乙一


